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1 はじめに 

令和 7 年 12 月浜田市議会定例会議の開会に当たり、 諸議案の説明

に先立ち、今後 4年間の市政運営に関する私の所信を申し述べ、議員並

びに市民の皆さんのご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

去る 10 月の市長選挙におきまして、多くの市民の皆さんをはじめ、

各方面からの力強いご支持を賜り、浜田市長として市政運営に当たらせ

ていただくことになりました。 

私に寄せられました温かいご支援に心から感謝いたしますとともに、

浜田市の発展、市民の皆さんの生活を守っていく使命を担うことに、責

任の重さを感じているところであります。 

浜田市は平成 17 年の合併以来、各地域の個性を生かしたまちづくり

を通じて市勢発展を目指し、本年 10 月に、新市誕生 20 周年を迎えたと

ころです。 

しかしながら、多くの地方都市と同様、本市においても人口減少が加

速する中、地域の活動や経済は縮小し、税収の減など財源の確保に不確

実性が増しています。 

今後の浜田市に大切なことは、人が減っても持続できる地域の姿を描

くことであり、現実を変えていく最大の鍵は、「人を育てること」です。

教育・産業・地域に関わる全ての人が力を合わせ、浜田で働きたい、暮ら

したい、関わりたいと思ってもらえる人を増やしていく取組を進めます。 
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そのために、「新しくて、優しくて、強い行政」を目指します。多様

化・複雑化する地域課題に対応できるよう、新しい事業にチャレンジし

ながら、市民一人ひとりに寄り添う優しさと、地域の安全安心な暮らし

を守る強さを兼ね備えた行政を作ってまいります。 

人が育ち、動けば、文化・暮らし・経済・自然環境の豊かさ、そして

幸福度の向上につながります。市民と行政、地域と地域がお互いを尊重

しながら前に進む、「育ち、育てる、浜田」を市民の皆さんとともに実

現していきたいと思います。 

 

 2 価値観と政策 

  これから、私が市政運営において大切にしていきたい価値観と、今

後 4年間で取り組む政策の方向性について申し述べます。 

 

 ① こどもにやさしい環境をつくる 

  1 つ目に、「こどもにやさしい環境をつくる」についてです。 

  こどもたちの声が社会に届き、安心して育ち、学び、自分らしくいら

れる環境を整えます。地域全体で子育てを支える体制を整え、保育所

や学校だけでなく放課後の居場所や多様な学びを選べる仕組みを作り、

一人ひとりの可能性が伸びる「育つ土壌」を耕していきます。 
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  子育て支援については、産後期のお母さんの心と身体のサポート事

業の拡充、良質な成育環境提供のための通園制度新設、安心して就学

期を迎えるための発達支援体制の強化、子ども医療費の拡充による高

校生年代までの完全無償化の実施など、妊娠期から出産・子育て期に

わたる切れ目のない支援に努めてまいります。 

また、こどもたちの声が社会へ届けられるよう、学校や地域で意見表

明や参加の機会を保障する条例の制定に取り組みます。令和 7 年 3 月

に策定した「浜田市こども計画」の基本理念である、「こどもや若者が

自分らしく生きるまちへ」の実現に向け、こども関連施策に取り組んで

まいります。 

 

乳幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期と考えて

おります。保育所等と、浜田市幼児教育センター、関係機関が連携し、

市全体の幼児教育の推進に向けて取組を進めてまいります。 

また、保育所等と小学校との円滑な学びの接続に向けて取り組んでま

いります。 

 

教育理念には「夢を持ち郷土を愛する人を育みます」とあります。学

校教育においては基礎的な学力を育むことはもとより、学校と地域社会

との距離を縮め、地域全体でこども一人ひとりの可能性が伸びる土壌を
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耕していくことが大切と考えています。 

また、こどもが安全で安心な環境で学ぶことができるよう、学校施設

の計画的な整備改修に努め、教育環境の充実を図ってまいります。 

 

 ② 社会教育をまちづくりの土台に 

  2 つ目に、「社会教育をまちづくりの土台に」です。 

  人は、出会いと学びを通じて育っていきます。図書館や美術館、まち

づくりセンターなどを「学びと対話の拠点」として進化させ、世代や立

場をこえて人が集い、学び合い、つながる機会を増やしていきます。ま

ちを前向きに変えていく「自己成長の連鎖」を生み出していきます。 

  

  地域社会に関心を持ち、自らができることを考え、地域で活躍する

人づくりを進めていく必要があります。そのためにも、社会教育の手

法による人づくりを土台として、協働のまちづくりを推進する拠点で

あるまちづくりセンターに、幅広い世代が集い、つながるような、学び

を通じた人づくりを進めてまいります。 

まちづくり活動の主体は市民です。本庁・各支所担当課職員やまちづ

くりセンター職員などを中心に、各地域の課題解決や地区まちづくり推

進委員会の活動・設立など、テーマに沿った地域の取組を進めるために、

必要なサポートを行ってまいります。 
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こうした活動を推進するに当たっては、人権を尊重するまちづ

くりが重要です。「浜田市人権尊重都市宣言」の基本理念に基づき、

同和問題をはじめとして、女性、子ども、高齢者、障がい者などの

人権問題について、一人ひとりの生き方や考え方を認め合い、人

権が尊重される社会の実現に引き続き取り組んでまいります。 

 

また、幅広い世代が図書館や美術館を利用し、読書や芸術文化の鑑賞

や創作を楽しみ、さらに学びや交流が深まっていくように、学校や地域、

市民ボランティアと連携し、図書館機能や美術館機能の更なる向上に取

り組んでまいります。 

なお、浜田郷土資料館については、建築後 60 年以上が経過し、老朽

化が著しいため、建替え整備に向け早急に取り組みます。 

また、令和 12 年に開催される国民スポーツ大会・全国障害者スポー

ツ大会に向けて、安全安心な大会運営ができるよう計画的に施設改修を

進めるとともに、この大会を、生涯スポーツを通じた活力あふれる地域

づくりの契機にしたいと考えています。 

 

 ③ メリハリある施設整備と民間協働 

  3 つ目に、「メリハリある施設整備と民間協働」についてです。 

  地域に必要なサービスをしっかり残しながらも、使われていない施
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設や役割が重複している公共施設は見直し、「メリハリのある再編成」

を進めます。同時に、民間の事業者や団体と積極的に連携し、施設運営

やサービスの質を高め、財政的にも持続可能なまちを育てていきます。 

 

浜田市の公共施設の市民 1 人当たりの延べ床面積は、類似自治体等

と比較して、依然として高い水準にあります。引き続き、全体のバラン

スを見ながら、公共施設等総合管理計画の基本方針に基づき、総量の適

正化及び効率化を進めてまいります。 

 

浜田市の玄関口である浜田駅周辺については、関係者や市民の皆さん

と対話しながら、浜田駅周辺エリアのグランドデザインを早期に策定し、

その中で三桜酒造跡地の位置付け及び利活用についても検討します。そ

の際、イベントなどによる瞬間的な賑わいだけでなく、日常的に人の往

来が生まれる機能を重視するとともに、民間活用を含め、多様な可能性

を検討します。 

 

 ④ 産業と働き方をアップデート 

  4 つ目に、「産業と働き方をアップデート」についてです。 

  浜田に「暮らし続けたい」「戻ってきたい」と思える人を増やすには、

受入れ体制が不可欠です。企業の採用力向上を支援するとともに、事
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業承継・起業促進など多様な挑戦を後押しします。新たな働き方と産

業をともに育て、地域の力に変えていきます。 

 

市内事業者におきましては、物価高や人手不足、後継者不足などによ

り、事業継続に厳しい状況が続いております。 

そうしたことから、販路拡大や商品開発、技術開発などの支援による

競争力の強化を後押しするとともに、各事業者が必要な人材を確保でき

るよう採用や情報発信力の向上を支援してまいります。 

また、後継者不足への対応として、関係機関と連携しながら、事業承

継の推進に努めてまいります。 

あわせて、これからの地域経済の活性化のためには、新たな雇用の場

や創業者を増やしていくことも重要です。魅力ある企業の誘致を行うと

ともに、創業する方への機運醸成から創業後のフォローアップまでの一

連の支援を、商工団体をはじめ支援機関と連携しながら取り組んでまい

ります。 

 

農林水産業については、地域資源を生かす重要な産業と位置付け、そ

の振興に全力で取り組んでまいります。 

農業につきましては、引き続き、農畜産物の生産拡大による農業産出

額の更なる増加に努めてまいります。 
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また、農産物における安全・安心、環境負荷低減など、消費者の意識

も高まっていることから、有機農業、スマート農業、農産物のブランド

化を支援することで、収益性の高い農業経営の実現に努めてまいります。 

農業従事者の高齢化が進む現在、今後、更なる離農の拡大が懸念され

るため、新たな担い手の確保や、持続可能な農業を次世代に引き継ぐ取

組など、地域農業の維持・発展の仕組みづくりを進めてまいります。 

林業につきましては、森林環境譲与税を活用し、森林整備や素材生産

を進めるとともに、市産材の普及促進、林業従事者の人材育成を図りな

がら、将来を見据えた「木を伐って、使って、植えて、育てる」持続可

能な循環型林業を目指します。 

 

水産業につきましては、現在、浜田漁港の水揚げは全国的な水産資源

の減少に加え、地元漁船の廃業等により、非常に厳しい状況が続いてお

ります。 

浜田漁港の水揚量の増大に向けて、地元漁船の存続支援、外来船の入

港促進に取り組むとともに、大手水産企業である株式会社三陽の加工場

等の誘致や瀬戸ケ島埋立地を活用した陸上養殖事業の事業化に向けた

取組を推進してまいります。 

この他、「どんちっち三魚」、「浜田港四季のお魚」などの水産ブラン

ドの一層の認知度向上を図るとともに、「はまだお魚市場」を核とした
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漁港周辺エリアの賑わいづくりにも取り組んでまいります。 

 

地域の経済規模や消費マーケットの縮小に伴い、地域外から人を呼び

込む観光振興は、極めて重要な取組です。観光は宿泊・飲食・交通・小

売など幅広い分野に波及効果をもたらし、地域で稼ぐ力を強化する有効

な手段となります。 

本市には、豊かな自然がもたらす食や温泉などに加え、全国に誇る石

見神楽という地域資源があります。特に 2025 大阪・関西万博における

本市単独の石見神楽公演は大きな反響を呼び、浜田市の名を広く国内外

に発信する契機となりました。一方で、石見神楽の保存・伝承は大きな

課題です。今後の石見神楽振興について検討してまいります。 

また、令和 8年 12 月には美又温泉外湯施設が完成します。今後、本

市の地域資源を存分に生かしたコンテンツを造成し、プロモーションか

ら販路拡大までを一体的に実施するなど、滞在型観光を推進し、観光消

費の増加と地域経済の活性化を目指してまいります。 

 

 ⑤ デジタルで暮らしと経済を前進 

  5 つ目に、「デジタルで暮らしと経済を前進」についてです。 

急激な人口減少が進む中、医療、福祉、まちづくり、教育、産業など

あらゆる分野におけるデジタル技術の活用は不可欠と考えています。 
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地域全体での DX を進めるとともに、各種申請の集約やキャッシュレ

ス決済の拡充など、行政の DX を進め、行政サービスの利便性向上を図

ってまいります。 

 また、高齢者やデジタルサービスが苦手な方にも配慮した「誰ひとり

取り残さない」やさしいデジタルを実現してまいります。 

こうした考えのもと、本市の DX の基本となる「（仮称）浜田市 DX 推

進計画」を策定してまいります。 

 

⑥ コミュニティの力で地域を再生 

  6 つ目に、「コミュニティの力で地域を再生」についてです。 

  人が人を育てる。その原点は、日々のつながりにあります。観光・文

化・スポーツ・地域のお祭りやボランティア活動など、誰かと関わり、

誰かを支えることで、自分自身も育っていく、そんなコミュニティの

力で、孤独や孤立を防ぎ、浜田に活力と希望を取り戻します。 

 

国立社会保障・人口問題研究所が公表する「日本の地域別将来推計人

口」によると、浜田市の将来人口は今後 10年間で 11.8％、20 年間では

22.8％減少するものと推計されており、今後も人口減少社会には向き合

っていく必要があります。 

特に若い世代の減少が著しい状況にある中で、将来の地域や経済活動
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を担う若い力を育てていかなければなりません。また、世代に関わらず、

一人ひとりが自ら考え、行動し、信頼を育む「自治の力」を発揮してい

くことも求められています。 

 

そのため、地域外の方々との接点づくりも積極的に行います。移住検

討者に向けた仕事や生活に関する情報発信、きめ細やかな相談対応、県

や公益財団法人ふるさと島根定住財団などと連携した取組を進めてま

いります。 

加えて、市出身者等との緩やかなつながりの維持や、都市部在住の若

者等との交流の場を創出するとともに、一定期間、地域で滞在する事業

等を実施することにより、将来的に、移住検討層につなげていく視点で

の取組の充実を図ってまいります。 

 

さらに、多くの学生や研究者が集まる島根県立大学浜田キャンパスは、

県西部唯一の大学であり、本市の教育・研究の中心地としての強みを持

っています。近年は、地域に関わる学生や研究者が増えており、地域を

フィールドに取り組む研究活動等に期待しております。 

  市としましては、そうした活動を支援するとともに、共同研究やイ

ンターンなどを通じて、その人材や知見をお借りするなど、双方向の

関係を構築し、若者の学びと地域定着を促します。 
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本年 10 月に新市誕生から 20 周年の節目を迎えたことも契機に、今

後もそれぞれの地域の特色が生きるよう、そして、一人ひとりの暮らし

が守られるよう、地域の活性化に取り組んでまいります。 

また、令和 3年度以降、まちづくり振興基金を活用し行ってきた「中

山間地域振興枠」の取組については、各地域の課題解決のための共有の

財源として当面継続実施してまいります。 

 

こうした地域課題の解決に向けて、市民の皆さんと行政が一体となっ

てまちづくりを進めるため、積極的に市民の皆さんと対話する仕組みを

設けます。 

 

 ⑦ 戦略的な生活基盤の維持 

  7 つ目に、「戦略的な生活基盤の維持」についてです。 

  医療・交通・水道・防災など、暮らしを支える基盤には「安全・安心」

が欠かせません。戦略的な更新計画に基づき、日常的な点検や未然防

止に取り組み、安定したサービスを提供します。災害への備えはもち

ろんのこと、近隣自治体などと、互いに機能を補完し合える関係をつ

くります。 
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次期防災情報システムの更新に併せて、災害情報 Web システムを整

備することにより、災害対策本部の情報収集機能を強化し、情報伝達と

対応を迅速かつ的確に行うことで、市民がより安心して行動できる体制

を構築します。 

また、地域防災力の向上に向け、自主防災組織の組織率を高めるとと

もに育成に努めてまいります。あわせて、防災訓練の充実や防災出前講

座の開催を通じて、市民一人ひとりの防災意識と行動力を高め、災害時

に地域が自ら守り支え合う体制の強化を図ってまいります。 

 

公共交通は、市民の通院・通学や買い物などを支える必要不可欠な生

活基盤であります。市民、交通事業者、行政等が一体となって新技術の

活用なども含め、持続可能な地域公共交通体系の構築を図ってまいりま

す。 

 

高齢者福祉においては、健康寿命の延伸に向け、高齢者が住み慣れた

地域で自分らしく暮らし続けられるよう、住まい、医療、介護、予防、

生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築を目指

し、医療・介護連携の推進、介護予防・認知症施策の推進及び権利擁護

支援体制の強化に向けた取組を進めてまいります。 
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地域医療につきましては、地域の医療ニーズと将来の人口構造の変化

に対応し、安定した医療を提供し続けるためには、機能分化と相互連携

による、浜田医療圏として補完し合える医療体制の構築が急務と考えて

おります。 

そのためにも、浜田市医師会や浜田医療センターはもとより、江津

市、島根県と協働し、連携体制を強化してまいります。 

また、とりわけ医療資源が限られる中山間地域においても、誰ひとり

取り残すことなく医療が届けられるよう努めてまいります。 

今年度末をもって、多くの看護人材を育成、輩出してこられた浜田准

看護学校が廃校となります。市内の看護体制に影響が出ないよう浜田市

医師会の協力もいただきながら看護人材の育成確保について重点的に

取り組んでまいります。 

 

安全・快適・便利な暮らしを支えるインフラ整備については、山陰道

の整備や浜田道の 4車線化、矢原川ダムの建設、市が管理する道路や橋

梁の点検・老朽化対策などに取り組み、災害の防止や地域の活性化につ

ながるよう、戦略的に進めてまいります。 

 

消防行政においては、火災、水害及び地震等の災害から住民の生命、身

体、財産を守るため、消防団、近隣消防本部などとの連携を強化し、更な
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る消防力の向上に努めます。 

救急救命体制につきましては、地域と消防の連帯感を深め、地域社会

全体で命と安全を尊重する文化を育んでまいります。 

火災予防につきましては、自主防災組織や事業所と連携し防火管理の

充実を図り、住宅防火、林野火災予防に取り組んでまいります。 

 

上下水道事業につきましては、人口減少に伴い、今後収益の減少は避

けられず、経営環境は一層厳しさを増していくものと考えます。 

そうした状況にあっても、全国的にも問題になっている施設等の老朽

化につきましては、計画的な更新に取り組むことで、安定稼働に努めて

まいります。 

また、着手中の浜田処理区下水道整備事業につきましては、令和 8年

度中の供用開始に向け工事を推進し、早期収益化するため、接続支援に

ついて検討してまいります。 

 

浜田市では、ゼロカーボンシティ表明に基づき、2050 年度までにカ

ーボンニュートラルを達成する目標を掲げています。 

地域住民や地元事業者と密接に連携し、再生可能エネルギーの導入と

省エネを推進することで、自然との共生、エネルギーの地産地消、地域

経済の循環を同時に実現してまいります。 
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⑧ 財政運営について 

 これまで申し上げた事業を着実に行うために、健全な財政運営は重要

です。 

浜田市民の生活基盤を守るため、規模を縮小しながらも、質的な充実

や満足度を高め、より豊かにするように「賢く縮む」という視点も導入

していかなければなりません。行政サービスやインフラを無駄なく集

約・効率化しつつ、デジタル技術などを活用することで、市民の生活の

質はしっかりと維持・向上させることを目指してまいります。 

本市の財政状況は、繰上償還をはじめとした行財政改革を着実に実施

した結果、財政健全化が進んでおります。 

一方で、歳入面では人口減少などに伴う税収減が見込まれ、歳出面で

は少子高齢化等に伴う社会保障関係経費の増加や、インフレ局面におけ

る物価上昇に加え、金利上昇局面による利払い負担の更なる増加など、

依然として厳しい財政運営が続くことが予測されます。 

新たな行政需要や必要となる事業を着実に実施していくためには、

「スクラップ・フォー・ビルド」を基本に既存事業の見直しを進め、国

や県からの補助金や過疎債等を的確に活用するなど、財源の確保に努め

てまいります。 

ふるさと寄附については、本市の貴重な財源の一つであり、地場産業
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振興の側面からも推進してまいります。 

個人版ふるさと寄附では、事業者や各ポータルサイトと連携し、魅力

ある返礼品の開発や情報発信に力を入れ、寄附額増加に向け取り組んで

まいります。企業版ふるさと納税につきましても、企業向けに本市の受

入れ事業の情報発信を強化するとともに、積極的にトップセールスを行

ってまいります。 

また、全国の皆さまからいただいた意志あるご寄附を地域活性化や地

域の課題解決に活用させていただきます。 

未来世代に負担を押し付けず、誰もが安心して暮らせるよう、持続可

能な財政運営を目指してまいります。 

 

3 おわりに 

これまで、私の市政運営に関する基本的な考え方を申し上げてまいり

ました。これらをしっかりと実行していくことが、市民の皆さんの負託

にお応えすることになると思っております。「浜田らしさ」を存分に感

じられるまちづくりの実現に向け、今後策定する第 3 次浜田市総合振

興計画に掲げる各種事業が着実に推進できるよう、市職員とも一丸とな

って全身全霊で取り組んでまいります。ご支援、ご協力を賜りますよう、

心よりお願い申し上げまして、私の所信といたします。 


